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コ
ロ
ナ
と
私
た
ち
の
生
活 

２

９
月
３
日
、
大
宮
神
社
境
内
の

忠
魂
碑
お
よ
び
軍
馬
忠
霊
塔
前
で

島
内
地
区
人
馬
戦
没
者
慰
霊
祭
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

当
日
は
慰
霊
文
を
奉
読
の
後
、

遺
族
や
諸
団
体
役
員
な
ど
約
60
名

の
出
席
者
が
献
花
を
行
い
、
慰
霊

と
恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

戦
後
75
年
を
迎
え
た
今
、
改
め

て
忠
魂
碑
と
軍
馬
忠
霊
塔
の
来
歴

に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
昭
和
27

年
５
月
号
の
島
内
公
民
館
報
に《
世

に
出
た
忠
魂
碑
》「
敗
戦
の
と
ば
っ

ち
り
は
お
国
の
為
と
散
っ
た
英
霊

ま
で
地
下
に
し
ん
吟
さ
せ
る
事
６

年
９
ヶ
月
、
去
る
13
日
島
内
村
奉

賛
会
は
軍
馬
忠
霊
塔
を
川
端
馬
頭

観
音
様
の
横
に
忠
魂
碑
を
大
宮
社

の
境
内
に
再
建
し
た
」
と
の
記
事

が
あ
り
ま
す
。

忠
魂
碑
が
最
初
に
建
立
さ
れ
た

の
は
昭
和
３
年
12
月
で
、
現
島
内

小
学
校
旧
校
門
前
で
す
。
記
事
か

ら
、
終
戦
の
混
乱
期
に
撤
去
・
埋

没
な
ど
を
経
て
、
再
建
さ
れ
た
こ

と
が
推
定
で
き
ま
す
。

軍
馬
忠
霊
塔
は
「
昭
和
14
年
12

月
建
之
」
と
石
碑
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
建
て

た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
経
緯

を
た
ど
っ
た
か
は
不
明
で
す
。
し

か
し
、
記
事
に
「
川
端
（
現
在
の

新
橋
）
馬
頭
観
音
の
横
に
再
建
し

た
」
と
記
さ
れ
た
場
所
は
、
当
時

の
川
端
観
音
堂
の
南
側
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
現
在
の
大
宮
神
社
へ
い
つ
移

転
し
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、
昭

和
52
年
9
月
号
《
戦
没
者
並
び
に

軍
馬
慰
霊
祭
に
参
列
し
て
》
の
館

報
記
事
か
ら
、
昭
和
52
年
に
は
、

す
で
に
大
宮
神
社
へ
移
転
し
て
い

た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

戦
後
75
年
、
戦
争
体
験
や
記
憶

の
風
化
は
著
し
く
、
記
憶
を
記
録

に
変
え
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。

 

多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
社
会
に

私
は
中
学
時
代
に
陸
上
を
は
じ

め
、
現
在
も
趣
味
で
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
縁
あ
っ

て
、知
的
障
害
の
あ
る
人
に
ス
ポ
ー

ツ
の
場
を
提
供
し
、
社
会
参
加
を

支
援
す
る
Ｓ
Ｏ
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
）
の
活
動
の
一
環

で
、
松
本
市
の
陸
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
を
し
て
い

ま
す
。

こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
催
延
期
が
決
ま
り
、
今
年
は
聖

火
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
努

力
を
重
ね
て
き
た
選
手
の
皆
さ
ん

の
気
持
ち
を
想
う
と
残
念
で
す
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
様
々
な
影
響
に

よ
り
苦
し
ん
で
い
る
た
く
さ
ん
の

方
、
そ
し
て
必
死
で
闘
っ
て
い
る

医
療
従
事
者
の
方
々
に
、
一
日
も

早
く
穏
や
か
な
日
常
が
戻
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
こ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
の
活
動
を
広
め
、
障
害

の
有
無
だ
け
で
な
く
多
様
性
が
認

め
ら
れ
る
あ
た
た
か
い
社
会
に
な

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。�

（
中
村　
優
里　
島
高
松
）
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７
月
５
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
松
本
市
内
で
降
り
続
い
た
雨
は
、
土
砂
崩
落

等
に
よ
る
被
害
を
市
内
各
所
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
島
内
で
も
水
路
の
溢
水

等
が
発
生
し
、
公
民
館
で
避
難
者
の
受
け
入
れ
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
災

害
を
改
め
て
振
り
返
り
、
近
年
増
加
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
を
考
え
ま
す
。

経
過松本

地
域
大
雨
警
報
発
表
か
ら

松
本
市
災
害
対
策
本
部
設
置
へ

６
日
正
午
頃
、
前
日
か
ら
降
り

続
い
た
雨
の
影
響
で
、
松
本
地
域

に
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）
発
表
。

７
日
午
後
11
時
10
分
、
乗
鞍
・

上
高
地
地
域
に
土
砂
災
害
警
戒
情

報
発
表
。

８
日
午
前
３
時
10
分
、
大
野
川

区
と
沢
渡
町
会
に
避
難
勧
告
が
発

令
。
午
前
６
時
、
乗
鞍
観
光
セ
ン

タ
ー
と
グ
レ
ン
パ
ー
ク
さ
わ
ん
ど

に
避
難
所
開
設
。
そ
の
後
も
降
雨

量
は
増
え
続
け
、
午
前
６
時
43
分

に
は
「
大
雨
特
別
警
報
」
が
発
表

さ
れ
、
市
で
は
避
難
勧
告
を
市
内

全
域
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
広

げ
る
。
午
前
７
時
45
分
、
松
本
市

災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
午
前
８

時
８
分
、
松
本
地
域
に
洪
水
警
報

発
表
。

市
内
43
施
設
の
避
難
所
開
設
か

ら
閉
鎖
ま
で

８
日
午
前
８
時
20
分
、
市
内
35

地
区
の
公
民
館
を
避
難
所
と
し
て

開
設
。
全
地
区
公
民
館
が
避
難
所

と
な
る
の
は
、
現
在
の
市
域
へ
広

が
っ
て
初
め
て
の
こ
と
で
、
設
置
済

み
の
２
箇
所
（
安
曇
地
区
）
と
合
わ

せ
た
37
箇
所
に
１
６
９
人
が
避
難
。

さ
ら
に
、
自
主
的
に
避
難
し
た
人

を
、
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
な
ど

６
箇
所
に
54
人
受
け
入
れ
た
。

午
前
10
時
過
ぎ
、
徐
々
に
天
候

が
回
復
。
正
午
頃
か
ら
各
警
報
の

解
除
を
発
表
し
、
午
後
４
時
過
ぎ

に
は
全
て
の
避
難
所
が
閉
鎖
。

被
害
状
況

市
内
各
所
で
は
、
土
砂
崩
落
に

よ
る
国
道
及
び
県
道
等
の
一
時
通

行
止
め
や
上
高
地
の
宿
泊
施
設
で

の
孤
立
、
倒
木
、
停
電
、
住
宅
の

床
上
浸
水
（
一
件
）
等
の
被
害
は

あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
人
的

被
害
は
一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。島内

の
状
況

避
難
所
の
島
内
公
民
館
で
は
、

感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
要

介
護
者
や
高
齢
者
な
ど
８
名
を
受

け
入
れ
ま
し
た
（
新
村
公
民
館
へ

島
内
か
ら
２
名
避
難
者
有
）。

ま
た
、
下
田
町
会
で
は
側
溝
の

溢
水
や
倒
木
が
あ
り
、
さ
ら
に
土

砂
崩
落
等
の
危
険
性
が
あ
っ
た
た

め
、
自
主
的
に
青
年
の
家
へ
避
難

し
ま
し
た
（
10
世
帯
20
人
）。

島
高
松
駅
北
側
の
用
水
路
も
一

時
溢
水
し
ま
し
た
が
、
町
会
や
消

防
団
等
の
協
力
で
住
宅
へ
の
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、

梓
橋
南
河
川
敷
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
は
全
面
的
に
浸
水
し
ま
し
た

が
、
９
月
上
旬
時
点
で
10
～
18
番

ホ
ー
ル
ま
で
復
旧
が
進
ん
で
い
ま

す
。災害

に
備
え
る

災
害
の
後
、
島
内
の
住
民
か
ら

は
「
警
報
が
流
れ
る
中
、
迷
い
な

が
ら
出
勤
し
て
い
る
と
、
突
然
自

宅
待
機
の
連
絡
が
入
っ
た
」「
避

難
し
よ
う
と
し
た
が
、
自
宅
と
公

民
館
の
ど
ち
ら
が
安
全
か
迷
っ
た
」

「
通
学
後
に
休
校
の
学
校
も
あ
る
こ

と
を
知
り
、
不
安
に
な
っ
た
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
に
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
は
立
場
や
災
害
の
状
況
、

時
間
帯
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。

災
害
へ
の
「
物
品
的
な
備
え
」
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
が
置
か
れ
て

い
る
災
害
予
測
・
対
策
に
関
わ
る

環
境
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
把

握
し
、実
際
の
行
動
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、「
心
の
備
え
」

を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

※�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
確
認
す

る
場
合
は
、
市
Ｈ
Ｐ
か
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
へ

８月20日、公民館・民生児童委員協議会・
福祉ひろば共催による「親子体操教室」が
開催され、未就学園児と母親10組20名が
参加しました。
新型コロナウイルスの影響で、今年度初
めての子育て事業となりましたが、３密を
避けるなどの対策を行いながら、親子でふ
れ合いました。
参加した20代母親は「交流する場がなく、
子育てで不安を感じる日もあるが、今日は
リフレッシュできた」と話していました。

国
道
19
号
の
安
曇
野
市
と
の

境
、Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
沿
い
に
あ
る
。

江
戸
中
期
に
は
藩
境
で
あ
っ

た
た
め
、
街
道
や
犀
川
の
往
来

を
取
り
締
ま
る
松
本
藩
の
番
所

で
あ
っ
た
。犀
川
に
は「
渡
し
船
」

の
乗
り
場
が
あ
り
、
昭
和
20
年

頃
ま
で
運
行
し
て
い
た
。
安
曇

野
市
の

高
校
に

通
う
た

め
に
利

用
し
た

人
も
多

か
っ
た

と
い
う
。

こ
こ

は
「
や

じ
き
た
珍
道
中
」
で
有
名
な
十
返

舎
一
九
の
「
続
膝
栗
毛
」
に
も

出
て
く
る
。

そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
地
蔵

菩
薩
で
は

な
い
か
と

言
わ
れ
る

お
地
蔵
さ

ま
が
、
今

も
道
を
見

守
っ
て
い

る
。

下
田
の
川
手
口
口
留
番
所
跡

川手口番所跡

新橋へ

田沢へ

平瀬城跡

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線

奈
良
井
川

犀
川

梓
川
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